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要約 

本研究では，現代の若者が内在化している，女性に対するジェンダーステレオタイプを探索的に検討することを目的とし

て，1,000 名の 20 代男女を対象に文章完成法を用いた調査を行った。「女性は社会において」「女性の役割は」という刺激語

に対して書かれた計 2,000 の記述について質的分析を行った結果，社会における女性の存在と役割についての 16 のカテゴリ

ーが生成され，それらのカテゴリーは《自立した存在―他者に依存する存在》と《社会から求められる価値―社会と離れた

価値》という 2 軸によって整理された。これらの分析から，現代社会において若者が抱く暗黙の女性観として，「権利を奪

われている存在」「力のない存在」「可能性をもつ強い存在」「自由な存在」という 4 つが見出され，社会において価値ある

存在になるために他者依存的なあり方を引き受けやすいことに加え，女性がひとりの人間として自由な存在であることで同

時に社会の中で価値を失ってしまうという構造が読み取れた。 
 
Abstract 
The purpose of this study is to investigate the gender stereotypes of women, as the perception of women is internalized by modern youth. 

This study uses a text completion method and acquires data from 1,000 men and women in their 20s. A qualitative analysis is performed on 
a total of 2,000 descriptions written on the thought-provoking words “Women in society…” and “Women's role is… .” Consequently, 16 
categories of the existence and role of women in society are generated, and these categories are arranged according to the following two 
axes: “being independent – being dependent” and “value required by society – value apart from society.” From these analyses, the study 
finds four implied views of women in modern society: “existence deprived of rights,” “existence as unworthy,” “worthy existence with 
potential,” and “independent existence.” Finally, the findings concluded that young women take on the role for others in order to feel 
valuable within society, whereas those who exercise their freedom and live as independent women are viewed as being less valuable within 
society. 
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1. 問題と目的 

1.1 現代社会における性役割意識 
2018 年 7 月，国内の複数大学の医学部入学者選抜にお

いて，女子の受験生が不利になるような不公正な得点処理

が行われていたことが発覚した 1)。問題の実態については

多角的に調査を行い再発防止に向けた取り組みが進められ

ることとなったが，この問題が連日ニュースに取り上げら

れ，各所への聞き取りが行われる中で，日本社会において

依然として続く女性差別が白日の下に晒されることとなっ

た。すなわち，この問題の背景にある“女性は医師という

職業にふさわしくない”という差別的な性役割認識の存在

が突き付けられたと言える。 
「男性役割／女性役割」あるいは「男子らしさ／女子ら
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しさ」といった社会における性役割認識に関しては，社会

学を中心に多くの研究が積み重ねられてきた。日本におい

ては，男性が外で働き，女性は家の中で男性を支えるとい

う旧来的な性役割での生き方から，1986 年に男女雇用機会

均等法，1999 年に男女共同参画基本法が制定され，男性と

女性が社会において均等に機会を得られる社会制度が徐々

に整えられてきた。とはいえ，社会の中に根付く認識はそ

う簡単に変化するわけではない。鈴木 2) 3)は，平等主義的

性役割態度スケールを作成し，平等主義的性役割態度，す

なわち個人としての男女の平等を信じる態度についての国

際比較調査を行い，日本人女性の平等主義的性役割態度が

アメリカ人女性よりも低いことを明らかにしている。鈴木

2)の研究は 1980 年代に行われたものではあるが，近年日本

で行われた調査においても 8 割以上の女性が男女の地位は
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平等ではないと感じており，夫は外で働き妻は家を守るべ

きであるという固定的性役割分担についても 4 割が賛成と

考えていることが報告されている 4)。これは，韓国など近

隣のアジアの国々を含めた諸外国の中でもかなり高い割合

である。 
こうした性役割意識の世代間継承に関する調査では，家

規範意識が多世代同居家族において特に継承されやすいこ

とが示されている 5)。また，性役割意識は家庭内において

男子よりも女子において強く育まれやすいことも示されて

いる 6)。女性の性役割の中でもとりわけ母親役割に関する

ものは強固であり，女性には母性本能があるとみなす伝統

的母性観が，育児中の女性に内在化されネガティブな影響

を及ぼしていることも指摘されている 7)。 
 

1.2 内在化された性役割意識のもたらす制約 

さらに女性に対する性役割認識には，家事や育児を担う

という役割認識だけでなく，“能力が低い”という存在とし

ての認識もある。代表的なものとして，「数学が苦手である」

「論理的思考ができない」といったステレオタイプが挙げ

られる。行動遺伝学の観点から見れば，研究において性差

として示されている結果のほとんどは，実際には個人差と

しての差の方が大きいにもかかわらず 8)，こうした性差を

強調するような社会的言説は現代においても根強い。こう

した人々の持つジェンダーステレオタイプが，結果的に女

性の本来の能力を抑制してしまうことを示す研究もおこな

われるようになっている。Tomasetto, Alparone, Romana, 
& Maraet 9)は，幼稚園から小学 2 年生までの女児を対象に

実験を行い，ジェンダーステレオタイプをもって扱われる

ことが算数の成績を低下させることを示した。中高生を対

象とした日本国内の研究においても，「女の子なのに数学が

できてすごいね」というような好意的性差別発言によって，

数学の成績が良い女子生徒の意欲が低下することが示され

ている 10)。 
また，職業選択場面においても，女子学生は男子学生に

比べて自ら可能性を制限しやすいことがわかっている。

Betz & Hackett11)は，職業社会における女性のキャリア発

達について自己効力感の観点から研究を行い，女性が男性

に比べて自らのキャリアに関する効力感を持てずにいるこ

とを指摘した。そこでは女性たちが，自己効力感に必要な

4 つの情報源である制御体験，代理経験，言語的説得，生

理的情動的状態 12)のいずれにもアクセスしにくい状況で

あることが考察されている。日本において行われた同様の

研究でも，男子学生は男性的職業と女性的職業のいずれに

対しても同程度の自己効力感を示したのに対して，女子学

生は女性的職業に対してより効力感を示す傾向にあること

が示された 13)。つまり自分の適性を，女性的職業に偏って

見出しやすいということである。そして，自分の職業的能

力を高く評価できない女子学生は，学生生活への適応も低

く，職業アイデンティティの形成がうまく進められない可

能性が高くなる 14)。また就職後についても，若い女性が出

産後の就業継続や昇進といった先のキャリアに対する自己

効力感が低いことが報告されている 15)。 
このように，日本社会において男女の平等性が制度と

して整えられ始めてすでに 40 年が経過しているものの，

ジェンダーステレオタイプは暗黙の価値観や態度として

人々に強く内在化されたままであり，そうした価値観は，

普段は表面化していなくとも，今回の入学選抜問題のよう

に至る場所において存在していることが推察される。そし

て，より見えにくい問題は，内在化されたジェンダーステ

レオタイプが，本来はもっと豊かな女性の能力や可能性

を，自ら無意識的に制限してしまうことにつながっている

ことである。青年期や青年前期の女性のキャリア支援や心

理支援を考える上で，こうした暗黙の信念によってもたら

されてしまっている自己制限を見出し，自己効力感を高め

られるような支援を行っていく必要があると言える。 
 

1.3 本研究の目的 

これまでの研究において，女性が内在化しやすいジェン

ダーステレオタイプとしては，職業適性や数理的能力，空

間認知能力などが扱われてきた。しかしジェンダーステレ

オタイプは，時代と共に少しずつ変化する 16)。例えば近年

の日本では「女子力」という言葉がさかんに聞かれるよう

になったが，これは「女らしさ」に比べてより外見的評価

の要素が大きいとされている 17)。また，現代の職業社会に

おいて若い女性が適応するためには，女性性と男性性の両

方を持ち合わせているアンドロジニーであることが求めら

れるという 18)。すなわち，社会から求められる女性像は時

代を反映して変化し続け，現代を生きる若者はそうした女

性観を内在化していることが想定される。柴田 19)は，2018
年に現代女性の女性役割ストレッサー尺度を作成したが，

その尺度の中で測定されている職場での女性役割は，「女性

は仕事などで意見をはっきり言うものではない」「男性と同

じ職務でも女性には 100％仕事を任せられない」「男性より

も経済力のある女性は生意気である」「女性は仕事の責任を

回避しがちである」の 4 項目，日常での女性役割は「女性

は男性よりも礼儀作法を身につけることが必要である」「女

性はしとやかに振る舞うものである」「女性は家事が上手に

できて当たり前である」「手伝いは女性がするものである」

の 4 項目であった。ここで示されている内容のみならず，

現代社会において女性に求められているステレオタイプと

しての役割は他にも存在すると考えられる。 
そこで本研究では，現代の若者が内在化している，女性

に対するジェンダーステレオタイプを探索的に検討するこ

とを目的とする。内在化された価値観は，本人に意識され

ていないことが多く，直接的な質問を行っても回答が得ら

れにくい。そこで，女性に関する言葉から連想して思い浮
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かぶ文章を作成してもらうという文章完成法 20)という方

法を用いて，無意識的な認識も含めた情報を得ることを目

指す。 
 

2. 方法 

2.1 手続き 
2018 年 12 月，インターネット調査会社のモニターに登

録している大学生（20～22 歳）および社会人（26～29 歳）

の女性 600 名（共学大学生 200 名，女子大学生 200 名，社

会人 200 名），男性 400 名（大学生 200 名，社会人 200 名）

の計 1,000 名を対象に web アンケート調査を実施した。倫

理的配慮として，個人情報の取り扱いに関する説明をはじ

め，参加を途中でやめることができること，回答に正解は

ないことなどの説明を提示し，研究協力に同意した者のみ

が回答ページに進んだ。なお本研究は東京家政大学倫理委

員会の承認（板 H30-20）を得て実施した。 
 

2.2 調査内容 
「以下の言葉に続けて頭に思い浮かぶ文章を自由に書

いてください」という教示文を示し，19 の刺激語（① 女性

とは，②女性ができないことは，③女性の良さは，④女性

なら，⑤女性はもともと，⑥女性ができることは，⑦女性

と男性は，⑧女性は社会において，⑨女性が幸せになるに

は，⑩女性の能力とは，⑪女性の役割は，⑫もし，女性で

なかったら私は（女性のみ回答），⑬男性と比べて女性は，

⑭女性は人生において，⑮自立した女性とは，⑯理想の女

性とは，⑰女性がしてはいけないことは，⑱男性とは異な

る女性の力とは，⑲これからの女性は）に続く文章の自由

記述を求めた。 
 
2.3 分析方法 

19 種類の刺激語に続けて回答されたデータを概観した

うえで，社会における女性観を分析するためのデータとし

て「女性は社会において」「女性の役割は」の刺激語に対し

て書かれた計 2,000 の記述を対象とした。 
対象データについて，KJ 法 21)を援用したカテゴリー分

類による質的分析を行った。具体的には，原則としてひと

つの刺激語に対する 1 人の記述データを 1 切片として切片

化したが，明らかに複数の内容が記述されているものは分

けて切片化した。また，意味の判別が不可能なものは除外

した。続いて各切片の類似性の観点からまとまりを見出し

サブカテゴリーおよびカテゴリーを生成し，最後にカテゴ

リー間の関係を軸の視点から検討した。なお，カテゴリー

化の作業は臨床心理学を専門とする 3 名の大学教員によっ

て，複数回の協議を通して行われた。 
 

3. 結果と考察 

3.1 社会における女性観のカテゴリー 
データのカテゴリー化を行った結果，66 のサブカテゴリ

ー，16 のカテゴリーが生成され，それらは「社会における

女性の存在」と「社会における女性の役割」の 2 つのカテ

ゴリーグループに分類された（Table 1）。カテゴリーグルー

プごとに，各カテゴリーの内容を度数の多い順に説明する。

以下，カテゴリー名は【】，サブカテゴリー名は〈 〉，ロー

データの記述は斜体で示す。 
3.1.1 社会における女性の存在 

「社会における女性の存在」カテゴリーグループに含ま

れるカテゴリーは 8 つであった。 
最も度数の多かった【社会に求められる存在】カテゴリ

ーには，〈社会に必要な存在〉をはじめとして，〈社会にお

いて重要な存在〉〈社会において大切な存在〉など 5 つのサ

ブカテゴリーが含まれた。具体的にどのように求められる

かの記述はなく，女性が社会において必要な存在であるこ

とを漠然と表す内容であった。 
続いて度数が多かった【権利を奪われている存在】カテ

ゴリーには，〈低い立場に置かれる〉を中心に，〈社会で不

利〉〈下に見られる〉〈差別されている〉など 9 つのサブカ

テゴリーが含まれた。これらは，女性自身がどうあるかに

関わらず，社会あるいは他者から不当に扱われることに関

する内容が表現されていた。 
次に，【自立した存在】カテゴリーには，〈男性と対等〉

〈社会で生きる一員〉〈ひとりの人間〉の 3 つのサブカテゴ

リーが含まれた。これらは女性が社会の中でじゅうぶんに

独立した人間として存在することを示すものであったが，

〈男性と対等〉においては，女性が一人の人間であること

を示すために敢えて“男性と同じように”と対照させなが

ら表現しているのが特徴的であった。 
 続く【自由な存在】カテゴリーには，〈人それぞれ〉〈役

割は決まっていない〉〈なんでもできる〉といった 5 つのサ

ブカテゴリーが含まれていた。これらは【自立した存在】

カテゴリーと同じように，女性がひとりの人間として存在

することを示す内容であったが，【自立した存在】カテゴリ

ーが社会の中での基準に達しているというニュアンスを含

むのに対して，【自由な存在】カテゴリーは女性が自由に主

体的にあり方を決められるという内容がメインであった。 
 【可能性のある存在】カテゴリーには，〈もっと活躍でき

る存在〉〈もっと社会進出できる〉など 4 つのサブカテゴリ

ーが含まれていた。このカテゴリーでは，女性は今よりも

もっと社会の中で活躍できるはずだという，女性の潜在的

な社会的価値への期待が読み取れた。 
【力のない存在】カテゴリーは，〈弱い存在〉を中心に〈能

力が足りない〉〈社会において不必要な存在〉など 4 つのサ

ブカテゴリーで構成されていた。“弱い”という抽象的な記

（ 59）

現代の若者が持つ社会における暗黙の女性観の探索的検討 ―文章完成法を用いた質的分析―



  
 

[4] 
 

述が多く，女性という存在の広い意味での力の弱さが示さ

れていたが，「（社会において女性は）必要ではない」など，

女性が男性と比べて能力を持たず，劣っていることを表す

ネガティブな内容も含まれていた。 
【強い存在】カテゴリーは，〈強い存在〉を中心に〈優遇

されている〉〈優位な存在〉など 4 つのサブカテゴリーで構

成されていた。社会の中で優遇されていることや，優位な

位置に置かれていることを示す記述が目立ち，ここでの“強

さ”は，必ずしも【力のない存在】で書かれている“弱さ”

と対称的なものではないことが推察された。 
最後に，【他者に依存する存在】カテゴリーには，〈男性

と共にある存在〉〈守られる存在〉〈環境によって左右され

る〉の 3 つのサブカテゴリーが含まれていた。これらは，

女性が【力のない存在】であるからこそ，他者や環境の存

在に庇護される存在であり，同時にその環境次第であり方

が変わってしまうことを示す内容であった。 
3.1.2 社会における女性の役割 

「社会における女性の役割」カテゴリーグループに含ま

れるカテゴリーは 7 つであった。 
度数が多かったカテゴリーのひとつは【子を産む役割】

であった。このカテゴリーは〈子を産み育てる〉サブカテ

ゴリーのみで構成され，内容的にもシンプルに出産・育児

であると書かれたものが多かった。 
続いて，【他者をサポートする役割】カテゴリーは，〈周

りの人を支える〉〈男性を立てる〉〈細かい気配りをする〉

〈人間関係をうまくつくる〉など 6 つのサブカテゴリーで

構成された。これらは主に人々が働く場において，男性を

補佐したり，他者に気を配ったりする役割が求められてい

ることを表す内容であった。 
次に，【マルチな役割】カテゴリーは〈多くの役割をもつ〉

を中心に〈仕事と家を両立する〉〈両価的存在〉という 3 つ

のサブカテゴリーから構成され，社会において女性がたく

さんの役割をもち，時に複数の役割を並行して担うことを

示すことが読み取れた。 
【家庭を守る役割】カテゴリーは，〈家事をする〉〈家庭

を守る〉〈家族のケアをする〉〈家にいる〉の 4 つのサブカ

テゴリーから構成され，家の中で家庭を守り，家族を支え

るという旧来的な女性役割に関する内容であった。 
【癒しを提供する役割】カテゴリーには〈人を癒す〉〈周

りを笑顔にする〉〈情緒的に受け入れる〉など 5 つのサブカ

テゴリーを含んでいたが，【他者をサポートする役割】カテ

ゴリーと同様に，働く場における女性の役割に関するもの

であった。ここからは，女性が場において情緒的な安らぎ

や活力をもたらし，他者に喜びを与えるような，環境とし

ての役割が求められていることが読み取れた。 
続いて【「女性が得意な仕事」をする役割】カテゴリー 

は，〈女性としての役割を求められる〉〈女性にしかできな

いことがある〉など 4 つのサブカテゴリーを含んでいたが，

これらはひとりの職業人としての一役割ではなく，敢えて

“女性としての”“男性ができない”といった枕詞がついて

おり，一般的な仕事，すなわち男性が担っている仕事との

比較の中で述べられていた。 
最後に【社会を引っ張る役割】カテゴリーは，〈活躍して

いる存在〉〈社会で役割を担う存在〉〈正義の声を上げる〉

という 3 つのサブカテゴリーを含み，これらは社会の中で

主体的・能動的に活躍し，時にリーダーとして社会を動か

すような役割についての内容であった。 
 

3.2 社会における女性観の 2 軸による理解 
得られたカテゴリーから読み取れる，社会における女性

観の構造を理解するために，カテゴリー間の関係を軸の視

点から検討した。各カテゴリーの抽象度の違いを鑑みて，

軸の基準となるカテゴリー，軸に付置される役割について

のカテゴリー，軸と照らし合わせて理解できる女性観のカ

テゴリーを選別しながら検討を行った結果，最終的に，《自

立した存在―他者に依存する存在》という自立―依存軸と

《社会から求められる価値―社会と離れた価値》という社

会的価値軸の 2 軸によって整理された（Figure 1）。 
《自立した存在―他者に依存する存在》軸は，【自立した

存在】カテゴリーと【他者に依存する存在】カテゴリーを

両端にもつ軸である。女性が働く場において求められる役

割に関するカテゴリーとして得られた【他者をサポートす

る役割】【癒しを提供する役割】【「女性が得意な仕事」をす

る役割】は，いずれも独立した個人として機能する役割で

はなく，他者ありきで成り立つ役割である。また，職業社

会を離れた家の中での役割である【家庭を守る役割】【子を

産む役割】というものも，家族という他者ありきで成り立

つものである。したがってこれらの役割は《他者に依存す

る存在》側に付置された。一方，【社会を引っ張る役割】と

いうのは，他者の存在に依らず，自らが主体的に機能する

役割であるため，《自立した存在》側に付置された。そして，

それらの役割を複合的に担う存在としての【マルチな役割】

は，他者に依存する存在としての側面と，自立した存在と

しての側面の両方を持つものであると考えられたため，中

央に付置された。 
《社会から求められる価値―社会と離れた価値》軸は，

【社会に求められる存在】カテゴリーの中に混在する，職

業社会で求められる価値と，職業社会から離れた場での価

値を両端に持つ軸である。《社会から求められる価値》側に

含まれる領域には，先に示した軸における《自立した存在》

としての価値と，《他者に依存する存在》としての価値があ

る。前者は【他者をサポートする役割】【癒しを提供する役

割】【「女性が得意な仕事」をする役割】であり，後者は【社

会を引っ張る役割】であると言える。同様に，《社会から離

れた価値》に含まれる領域にも，《自立した存在》としての

領域と，《他者に依存する存在》としての領域があり，《他
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者に依存する存在》としての領域には，【家庭を守る役割】

【子を産む役割】が当てはまる。しかしながら，《自立した

存在》の領域にあてはまる具体的な役割に関するカテゴリ

ーは見出されなかった。つまり，職業社会から求められる

ものとは異なる価値において，家庭ではない領域，すなわ

ち「個」としての女性の価値をもたらす役割は，データか

ら得られなかったことが明らかになった。 
次に，得られた 2 軸とそこに付置された役割から，女性

観についての 5 つのカテゴリーが付置された。まず【権利

を奪われている存在】は，社会あるいは他者から不当に扱

われることに関するカテゴリーである。つまり，《社会から

求められる価値》の領域のうち，主に自立した一個人とし

て扱われていない，《他者に依存する存在》としての領域に

付置される女性観であると考えられた。【力のない存在】は，

存在として弱く自立できない，すなわち《他者に依存する

存在》であり，かつ，社会において役割を担えないことを

示すカテゴリーであることから，《社会と離れた価値》領域

に付置された。次に，【可能性のある存在】については，女

性の社会における潜在的な価値を期待する内容であること

から，《社会から求められる価値》および《自立した存在》

の領域に付置されると考えられた。【強い存在】に関しても

《自立した存在》であると考えられたが，もう一方の軸に

ついては，産業社会の場における良い意味での力強さを示

す内容に加えて，ネガティブな意味での優遇性も含まれて

おり，《社会から求められる価値》と《社会と離れた価値》

の両方にかかる領域に付置された。【自由な存在】について

は，社会の価値基準にとらわれない《社会と離れた価値》

領域であり，また，主体的に自分のあり方を決定する《自

立した存在》であるが，他者に依存する自由もあるという

意味で，《他者に依存する存在》領域も含められる形で付置

されると考えられた。 
 

4. 総合考察 

本研究では，現代の若者が暗黙に内在化し得る社会にお

ける女性観を探るために，投影法を用いた探索的検討を行

った。その結果，社会における女性役割と女性観を，《自立

した存在―他者に依存する存在》と《社会から求められる

価値―社会と離れた価値》という 2 軸 4 領域から理解する

ことができた（Figure 1）。 
Figure 1 における第 1 象限の領域に位置する女性観は，

権利を奪われている存在である。これは，他者をサポート

し，癒しを提供し，「女性が得意」な仕事をするという，現

代の職業社会におけるニーズに沿ったあり方である。つま

り，社会において価値を持つことと引き換えに，他者依存

的な生き方を引き受ける必要がある。第 4 象限に位置する

女性観は，社会の中で力のない存在である。これは，家庭

を守り，子を産むというように，職業社会とは離れた場で

役割を担おうとすることとつながっている。第 1 象限及び

第 4 象限に見られる補佐的役割としての女性観は，いわゆ

る旧来的な女性観であり，先行研究においても繰り返し指

摘されているものであるが，こうした女性役割が現代の若

者においても強く内在化されていることがわかる。すなわ

ち，女性が社会において価値を持つために，社会から求め

られるニーズに合わせて本来持つ能力を制限した役割をと

ろうとすることにつながるだろう。 
第 2 象限に位置する女性観は，可能性をもつ強い存在で

ある。ただし現状ではまだ力を発揮できていないことが多

く，社会の中で力を持ち，社会を引っ張る役割を担える可

能性を期待するものである。第 3 領域に位置する女性観は，

自由な存在である。これは，社会の中でひとりの人間とし

て自立し，主体的にあり方を決めていける存在である。第

2 象限の女性観が，自立した女性観でありながらも社会に

おいて求められる男性役割を反映したあり方であるのに対

して，第 3 象限の女性観は，本来の意味で自立した自由な

あり方である。しかしながら，職業社会から離れた場にお

ける，「個」としての価値をもたらすような具体的な役割は

なく，女性が自由な存在であることは，同時に社会におけ

る価値を失うことになることがわかる。 
これらのことから，第一に，従来指摘されてきたように，

女性が社会において力のない存在であるという価値観を内

在化することによって，社会において価値ある存在になる

ために，社会から求められる補佐的な役割を担い，他者依

存的なあり方を引き受けようとしてしまうことが推察され

た。そして第二に，現代社会において女性がひとりの人間

として自由な存在であることは，同時に社会の中で価値を

失ってしまうという構造が存在することが示唆された。し

たがって，若年女性のキャリアにおける自己効力感を支援

する上では，必要以上に社会の価値に沿おうとすることに

よる自己制限を緩和させる必要があると同時に，社会にお

ける役割を離れた自由で主体的なあり方が，社会のニーズ

とは異なる形で価値を持つことを実感できるようなモデル

の提示が必要であると考えられた。 
本研究では暗黙の女性観の内在化により自己の可能性

を制限してしまう課題を検討する中で，主体的で自由な女

性観の欠如という新たな課題が見出された。今回は女性観

のみの検討を行ったが，男性観との比較の中で検討を行う

ことでさらに考察を深める必要がある。また，今回はどの

ような女性観が抽出され得るかを広くすくいあげることを

目的としたため，データを男女別に分けることなく分析を

行った。しかしながら本来は男性と女性では有する女性観

の傾向が異なることが想定される。今回得られたカテゴリ

ーを基準に，今後，性差について質的・量的な比較を行っ

ていくことが求められる。 
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Table 1 社会における女性観のカテゴリー 

 

CG カテゴリー サブカテゴリー 度数 回答例

社会に求められる存在 (365) 社会に必要な存在 201 必要不可欠

社会において重要な存在 81 重要な存在

社会において大切な存在 53 大切な存在

社会に貢献する存在 25 役に立つ

良い存在 5 嬉しい存在

権利を奪われている存在 (213) 低い立場に置かれる 56 低い立ち位置にある

社会で不利 31 不利である

下に見られる 29 下に扱われている

差別されている 25 まだ差別がある

生きづらい 20 仕事がしづらい

不平等な扱いをうけている 15 男性と対等な扱いを受けていない

正当な評価をうけていない 15 もっと評価されるべきだ

進出できない 15 まだ進出できていない

冷遇されている 7 冷遇されがち

自立した存在 (127) 男性と対等 86 男性と同じ価値がある

社会で生きる一員 22 社会の一員として生きること

ひとりの人間 19 あくまで一人の人間である

自由な存在 (115) 人それぞれ 48 人それぞれ

役割は決まっていない 38 女性だからっというものではない

なんでもできる 15 なんにでもなれる。

自分で決める 10 自分で見つける

自分らしく生きる 4 自分らしく生きる

可能性のある存在 (93) もっと活躍できる存在 65 もっと活躍できる

もっと社会進出できる 12 もっと進出するべき

社会に進出しつつある 12 少しずつ進出している

成長している 4 成長している

力のない存在 (74) 弱い存在 53 弱い

能力が足りない 9 男性よりやや劣る

社会において不必要な存在 8 必要ではない。

役割が限られる 4 すくない

強い存在 (49) 強い存在 24 強い

優遇されている 11 優遇されてる

優位な存在 10 優位な立場

尊敬される存在 4 尊ばれるべき

他者に依存する存在 (20) 男性と共にある存在 7 男と共存して行くこと

守られる存在 6 守られるべき

環境によって左右される 7 会社次第

子を産む役割 (141) 子を産み育てる 141 子育て

他者をサポートする役割 (130) 周りの人を支える 74 人を支えること

男性を立てる 16 男性をおだてる事

細かい気配りをする 14 細やかな気配りをすること

人間関係をうまくつくる 14 潤滑油である

見守る 8 見守ること

環境を整える 4 安心できる雰囲気をつくること

マルチな役割 (123) 多くの役割をもつ 112 たくさんある

仕事と家を両立する 6 家と仕事を両立する

両価的存在 5 下であれば上でもある

家庭を守る役割 (103) 家事をする 48 家事

家庭を守る 37 家庭を守る

家族のケアをする 11 家族を支える

家にいる 7 家庭的

癒しを提供する役割 (78) 人を癒す 29 癒すこと

周りを笑顔にする 22 周りを明るくすること

情緒的に受け入れる 17 包容力

かわいく・美しくいる 7 かわいくいること

「居る」ことを求められる 3 居るだけでいい

女性としての役割を求められる 22 その視点が求められる

女性にしかできないことがある 11 男性にしにくい事、やれない事をできる

女性としての感性 11 デザイン的要素

事務的仕事をこなす 4 整理整頓する

社会をひっぱる役割 (37) 活躍している存在 18 活躍している

社会で役割を担う存在 14 リーダー的立場にもなりうる存在

正義の声をあげる 5 世の中を正す

分類不能 (286) 特にない 165 特にない

わからない 103 わからない

その他（分類困難） 18 もちろん

「女性が得意」な仕事を
する役割 (48)

　
社
会
に
お
け
る
女
性
の
存
在

　
社
会
に
お
け
る
女
性
の
役
割
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Figure 1 社会における女性観の 2 軸による理解 

 

付記 

本研究は，2018 年度東京家政大学研究ブランディング事

業の助成を受けて行われた。 
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